
平成２６年１２月定例教育委員会会議の要旨 

 

 

１ 日  時 

  平成２６年１２月３日（水） 

    開会 １４時００分    閉会１６時２０分 

 

２ 場  所 

  教育庁教育委員会室 

 

３ 出席委員 

  委員長              山縣 俊郎 

  委員長職務代理者         稲野 靖枝 

  委員長職務代理者         岡野 芳子 

  委員               中田 範夫 

  委員               宮部 秀文 

  委員（教育長）          浅原 司 

 

４ 出 席 者 

  教育次長             原田 尚 

  教育次長             小西 哲也 

  審議監              廣川 晋 

  審議監              河村 行則 

  教育政策課長           嘉村 靖 

  教職員課長            首藤 裕司 

  義務教育課長           清時 崇文 

  高校教育課長           栗林 正和 

  特別支援教育推進室次長      石本 正之 

  社会教育・文化財課長       藤村 恭久 

  世界ｽｶｳﾄｼﾞｬﾝﾎﾞﾘｰ開催支援室次長  河村 祐一 

  人権教育課長           髙原 透 

  学校安全・体育課長        御神本 実 

  教育政策課企画監         濵井 昭巳 

  やまぐち総合教育支援センター次長 小村 信 

  



 

 

◆平成２７年度（2015 年度）山口県立学校職員（実習助手・寄宿舎指導員）採用候補者選

考試験の結果について、教職員課から以下のとおり報告が行われた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

報 告 事 項 

【概 要】 



◆平成２７年３月新規高等学校卒業予定者の就職内定状況等について、高校教育課から以

下のとおり報告が行われた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

【概 要】 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 ◆第６５回全国学校給食研究協議大会について、学校安全・体育課から以下のとおり報告

が行われた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【概 要】 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 ◆平成２５年度児童生徒の問題行動等生徒指導上の諸問題の現状について、学校安全・体

育課から以下のとおり報告が行われた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【概 要】 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



【 質 疑 】 

○岡 野 委 員：高校を中途退学した生徒のその後の状況については、把握を行っている

のか。 

●学校安全・体育課長：在籍時の学級担任と生徒の現状等を考慮しながら、状況の改善にむけて

対応を行っている。また、進路については、地域の若者サポートステー

ションなどの活用を図りながらサポートを行っている。 

●浅原教育長：山口高校の通信制課程等、通信制の高校に再度入学するというケースもあ

る。 

 ○委 員 長：暴力行為等の問題行動が発生した場合の対応は、どうなっているのか。 

●学校安全・体育課長：問題行動等の発生にあたっては、校内で情報共有を図るとともに、専門

機関や警察等と連携をとりながら、解決にあたっていく体制としている。 

 ○稲 野 委 員：問題行動が発生した際の対応も重要だが、問題行動に至るまでの子ども

達の感情の部分についても考える必要がある。不満の解消方法や感情の

コントロールの仕方といった面からの指導も必要ではないか。 

 ●学校安全・体育課長：感情のコントロールといった面についての必要性は認識しており、今後

スクールカウンセラーや医師等、専門家の意見を聞きながら、取組を進

めていきたい。 

 ○稲 野 委 員：不登校の理由の中に精神疾患などの病気が隠れていることもある。そう

したやむを得ない事情による欠席が続いた場合などのサポート体制を充

実させることが必要。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 ◆平成２６年度全国体力・運動能力、運動習慣等調査の結果について、学校安全・体育課

から以下のとおり報告が行われた。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【概 要】 



【 質 疑 】 

○稲 野 委 員：子どもの体力や運動能力には、睡眠時間等の生活の状況も大きく関わっ

ていると思う。調査には、運動に関する質問以外にも生活習慣に関する

質問があった方が良いと思う。その結果を踏まえ、子ども達や家庭に指

導を行っていくことが必要ではないか。 

●学校安全・体育課長：栄養補給と睡眠時間との関係等については、県が独自に行っている子ど

も元気調査の結果を参考にできるため、市町教委や各学校等にそうした

データを示しながら、科学的根拠に基づいた取組を進めていきたい。 

 

 

 

◆子供の体力向上について、以下のとおり意見交換を行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

意 見 交 換  

【概 要】 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【 主な意見・質疑 】 

○宮 部 委 員：我々が子供のころは、道路の傍や道路そのものをグラウンド代わりにし

て走り回っていたが、交通の発達や安全の確保という点から決まったと

ころでないと運動が出来なくなった。そうした運動のできる場所として

学校や公園があるが、スポーツ少年団や地域のスポーツクラブの利用に

より、平日の午後や土日はほとんど埋まっている状況。そのため、中々

運動をする場所の確保が難しいのが一番の問題だと思う。 

○中 田 委 員：施設の利用にあたっても、安全管理の問題もあり手続きが必要であった

りと利用のハードルが高くなっている。 

○委 員 長：公園の遊具等についても、安全管理の問題から撤去されることもあり、

今後は、家庭や地域と連携しながら運動の機会を確保していく必要があ

ると思う。 

○稲 野 委 員：体力向上については、基礎体力と技術的な運動能力という部分で分けて

考える必要がある。椅子に座る生活が主になり、畳に座っていたころと

比べると立ち上がるのに体力がいらない等、生活環境が変わっていく中

で基礎体力が落ちて来ている部分がある。昭和６０年代頃の体力を目指

すというのであれば、日々の生活の中で基礎体力をどう培うかが大事。 

○岡 野 委 員：子ども達が夏休みの早朝に集まってラジオ体操を行っているが、ああい

った取組は良いことだと思う。毎日学校で行うのは無理かもしれないが、

週に何回か行うとか、体育の時間に準備運動としてラジオ体操を行うと

いった取組をお願いしたい。 

○委 員 長：学校でのラジオ体操の位置づけはどのようになっているのか。 

●学校安全・体育課長：ラジオ体操を学校の中で実施しなければならない、といったルールは特にな

い。運動会等でラジオ体操を活用している学校もあれば、独自に体操を作っ

ているところもある。ただ、体操の見直しは、運動の習慣化に関する取組の

一つとして今現在、注目されており、その効果的な活用方法について考えて

いきたい。 

○稲 野 委 員：スキップやけんけんといった動作が出来ない子どもが増えている。その

要因として、皆が一緒になって遊ぶ場が少ないといった理由から子ども

達の経験が不足していることが挙げられる。 

 



こうした経験の不足は、運動能力だけでなく、コミュニケーション能力の

低下などにも繋がっており、何らかの対応をしていく必要があると思う。 

○浅原教育長：学力の向上という点でも、体力を疎かにしてはいけないと考えており、

生活習慣が変わっていく中、体力向上の取組についても引き続き努力を

続けていきたい。 


